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淺虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生、憩、環境の比較についての研究

石山　尚珍＊
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R6sum6

　　　　　11est　connu　qu！une　du　partie　du　courant　chaud　de　Tsushima　entre　dans　le　Pacifique　par

d6troit　de　Tugaru　et　descend　au　sud　au　long　d／Honshyu。L’autre　partie，il　existe　aussi　un

courant　froid　qui　descend＆u　sud　en　passant　par　mer　au　sud－est♂Hokkaido．

　　　　　J’ai　essay6　d’expliquer　par　graphique　des　distributions　des　coquillages　dans　chaque　r6gion

sous　l／influence　des　courants．

　　　　　Au　graphique，1／axe　horizontal　repr6sente　les　sphさres　de　distribution（des　degr6s　de　latitude

nord）de　chaque　esp色ce　des　coquillages　et　l’axe　vertical　repr6sente　le　nombre　accumul6de

cha（lue　espさce．

　　　　　Les　endroids　o亡j’ai　collectionn6des　coquillages　sont：9places　dans　la　mer　prさs　d／Asamushi

au　d6partement　d’Aomori（84esp色ces），10places（28espさces）dans　l’int6rieur　du　port　d／Hakodat6

（personne　collectionn6），11places（102espさces）　aux　environs　du　cap　d’Esan。」’ai　obtenu　au

total　l186esp色ces　de　coquillages．En　d6tail，les　esp色ces　communes　aux　endroits　sont　comme

suit：16esp色ces，communes　a　Asamushi　et　a1／int6rieure　d／Hakodat612esp色ces，a　Hakodat6

et　aux　environs　du　cap　d’Esan　l　ll　esp色ces　a　Asamushi　et　aux　environs　du　cap　d／Es＆n；1esp色ce

a　Asamushi，a　Hakodat6et　aux　environs　du　cap　d’Esan．

　　　　　Concemant　d／Asamushi，1a　place　L　est　un　endroit　particuli60丘les　algues　sont　abondantes，

1e　mouvement　de　lleau　y　est　inactif　et　de　ce　fait，1es　coquillages　ne　s／y　accumulent　pas　encore

une　fois．En　endroits5．et6，，1e　fon（l　de　la　mer　est　couvert　du　sable，les　vagues　se　lさvent，Ie

mouvement　de　l’eau　de　la　pleine　mer　est　actif　et　le　nombre　des　esp6ces　des　coquillages　habitant

ces　endroits　est　peu　nombreux．En　endroits（st．2，3，4，7，8，9．）o亡la　profondeur　de　l／eau　est　de

plus10mさtres　a　peu　pr色s，les　vagues　ne　se1さvent　pas，1e　mouvement　de　l’eau　s’affaiblit，c／est

pour（luoi　le　nombre　des　esp色ces　des　co（luillages　devient　plus　nombreux．

　　　　　Ce　qui　est　remarquable　aux　coquillages　existant　prさs　d’Asamushi，c’est　que　ceux　qui　ont

des　caractさres　tropicaux　sont　peu　nombreux　et　Ie　beaucoup　de　nombre　des　coquillages　des

caractさres　japonais　（les　l　espさces　habitant　des　r6gions　entre　30　degr6s　et　40　degr6s　de　latitude

nord）．」’ai　trouv6seulement　une　esp6ce　qui　est　propre　au　courant　froid（Oyashio）．Ce　fait　est

duき1a　pr6pond6rance　des616ments　japonais，1aquelle　r6sulte　de1／invasion　du　Oyashio　emp色ch6e

par　courant　ch段ud　de　Tsushima．

　　　　　Et　gpr6s，quant　a　l’int6rieur　du　port（11Hakod段t6，chaque　place　o亡ils　ont　collectionn6des

coquillages，il　y　a　difference　plus　ou　moins　de　nombre　et1’esp6ce　des　coquillages　qui　y　habitant，

sont　essentiellement　dans　la　meme　situation，

　　　　　En　comparant　avec　Asamushi，1’int6rieur　du　port　d／Hakodat6est　dans　une　situation　d’une

＊燃料部
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P「esque　meme　tendance，mais　ici　les　espさces　qui　existent　jusqu’a41degr6s　de　latitude　nord　sont

beaucoup　Plus　nombreuses．

　　Par　cons6quent，au　graphique（J：）que　j’ai　d6crit　principalement　les　coquillages　qui

existent　dans　la　mer　de　Nihon，1e　haut　de　la　courbe　est　plat（au　maximun）．Quand　on　voit　ces

coquillages　qui　se　trouvent　dans　l／int6rieur　du　port♂Hakodat6，1es　espさces　qui　habitent　dans　les

endroits　froids　sont　peu　nombreuses　et　cet　endroit　semble　comme　s’i16tait　un　endroit　plus

doux，　on　peut　donc　considerer　a　cause　du　peu　de　profon（leur　de　1’eau　en　endroits　o亡j／ai

collectionn6des　coquillages（de7～19m色tres）．

　　Quand　aux　environs　du　cap　d’Esah，j’ai　examin6des　coquillages　habitant　au　bord　de　la

mer　et　ceux　qui　ont6t6apport6s　par　vagues，Dans　cette　r6gion，les　esp6ces　qui　habitent　jusqu’a

l／6quateur（au　sud　a　partir　de20degr6s　de　latitude　nord）sont　peu　nombreuses　et　celles　qui

existent　jusqu／a50degr6s　de　latitude　nord　augmentent．Cela　montre（lue　l’eau　qui　baigne　de

cette　r6gion　est　plus　froide　que　celle　d’Hakodat6．

　　Examinant　la　courbe　de　cette　r6gion，je　remarque　qu’elle　s’6tale　Iargement　aux　deux

extr6mit6s。Du　plus，son　sommet　n’est　pas　plat，mais　plut6t　pointuムcomparaison　de　celui　de　la

courbe　d’Hakodat6。

　　Achaquec6t6ducapd’Esan（unepartiequiestenglob6epard6troitdeTsugaruet
l’autre　partie　qui　est　comprise　par　baie　de　Funka），1es　courbes　ne　montrent　pas　de　grandes

diff6rences　et　cela　prouvent　qu’une　partie　du　courant　chaud　de　Tsushima，1aquelle　passe　par　le

d6troit　de　Tsugaru，afflue　aussi　dans　la　baie　Funka，

　　Quand　on6tudie　des　fossiles　trouv6s　dans　les　couches　dノさre　c6nozoique，ces　donn6es　seront

d／utiliser　pour　tr6sumer　la　situation（la　topographie　terrestre，1’6tat　de　la　mer，etc．）10rs　de

1’accumulation　des　couches．

1．まえがき

　日本海を北上する対馬暖流の一分流が津軽海峡を通っ

て太平洋側へぬけ，本州の沿岸ぞいに南下していくこと

が知られている。一方，オホーツク海やべ一リング海か

ら発した親潮（寒流）の一部は千島列島ぞいに北海道の南

東方を南下し襟裳岬沖で二分して一つは金華山方面へ流
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れ他の一つは噴火湾方面へむかって潜流となっている。

　これらの海流の影響下にある各地では，そこに生息す

る貝類の分布状態がどのようになっているかを明らかに

するために，青森県の浅虫と北海道の函館および恵山岬

（亀田半島）周辺の三地域（第1図参照）をとりあげ，

グラフに表わして検討してみた。このグラフは各採集地

について，横軸に採集した各貝の種類ごとにその分布範

囲（緯度）を表わし，縦軸はその地点で採集できた貝の

種類数をつみ重ねて画いたものである。

　この研究に際して，水産庁東北区水産研究所の小滝一

三技宮から浅虫近海で採集した貴重なる底質の寄贈をう

け，また当所の大山桂技賞からも援助協力をえたので，

厚く御礼申しあげる次第である。

2．内容と成果
　浅虫近海（第2図参照）の採泥地点は9カ所で・この

中から84種の貝類を選出することができた。

　函館については，波部忠重〔函館港の貝類遺骸一新

生代の研究21号〕を資料として使用したが，函館港内の

採集地点（第3図参照）は10ヵ所で28種の貝類をえた

ことが記載されている。

　恵山岬周辺のものについては，11地点（第4図参照）

で101種を採集した。ただし，ここでは各採集地点ごと
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に約2時間をついやして海岸に生息する貝類と打上げら

れた貝について調べた。

　浅虫・函館・恵山岬周辺に生息する貝類（採集貝類一

覧表参照）を合計してみると186種で，そのうち浅虫と

函館港内に産する貝の共通種はアコヤチグサ・コウダカ

チャイロタマキビ・モロハタマキビ。C初g認α卿α魏3∫一

卿αnαNOMURA・ヒメムシロ・マメウラシマ・ケシトリ

ガイ・ハナシガイ・ウメノハナガイ・トリガイ・ミジン

シラオガイ・シズクガイ・サクラガイ・ゴイサギ・エゾ

マテ・ヒメマスオの16種。函館と恵山岬周辺との共通種

はコウダカヂャイロタマキビとアサリの2種。浅虫と恵

山岬周辺との共通種はコウダカスカシガイ・ヒメコザラ

・エゾサンショウ・コウダカチャイロタマキビ・エゾタ

マガイ・コウダカマツムシ・ヒメムシロ・キタノフネガ

イ・アカザラ・ホタテガイ・フクレユキミノ・バカガイ

・キヌマトイガイ・オオノガイの14種。浅虫近海～函館

港内～恵山岬周辺に各共通する貝はコウダカチャイロタ

マキビの1種だけであった。

　さて，浅虫近海のものについて検討してみると，1の

地点は藻が繁茂している特殊な場所のために海水の動き

が少いから，他から遺骸が流入してきて何回も堆積する

ようなことはない。5と6の地点の海底は砂で，しかも

浅くて波が立ちやすいので外洋水の動きが活発となり，

貝が生息するには良い環境ではないため採集できる種類

も少い。しかし2，3，4，7，8，9地点のように水深がほぼ

10mより深い場所になると，波もたたず水の動きも弱く

なるので，生息する貝の種類が多くなってきている。

　浅虫近海に生息する貝の特徴としては，第5図のグラ

フに示されているように，北緯0。から20。あたりまで

は種類数を表わす縦軸の高さが低くなっているが，これ

は熱帯性の要素をもつ貝類が少いことを示している。そ

れから30。あたりへかけてグラフの高さが徐々に増して

いって40。でピークになり，その後は急激に落ちこんで

いるが，このことは亜熱帯性の要素をもつ貝の種類がだ

んだんにふえていき，さらに日本的要素（北緯30～40。

に生息する種類）をもった貝類が非常に優勢になること
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を示している。ほかに親潮（寒流）の要素をもつものと

してオオノガイが1種みられるが，これは対島暖流が親

潮よりも強いためにその侵入をさえぎっており，その結

果として日本的要素が顕著に現われることとなった。

　つぎに函館港内のものについてみると，港内の各採集

地点毎にそこに生息する貝の種類に多少のちがいはある

が，本質的には港内の各採集地点の環境はよく似ている。

　前述した浅虫近海に較べると，浅虫では生息種類数の

ヒ。一クが北緯40。にあったが，函館の場合は北緯41。ま

で生息する貝の種類が浅虫近海よりもずっと多くなって

きている。この結果として第6図の左側に示すように，

日本海側に生息する貝を主にしたものから画いたグラフ

（J：）をみると，その上部が平ら（最大限度）な形にな

った。函館港内に生息するこれらの貝類は，冷たい場所

に生息する種類が少いため，この海域が位置する緯度の

場所としては意外に暖い海のように思われるが，それは

採集地点の水深が7～19mというように浅かったためと

考えられる。

　なお，第5図の下欄に示したグラフの合計というの

は，第2図に掲げた浅虫近海の採集地点1～9で得られ

た貝の全種類をつみ重ねて画いたものである。また第6

図下欄にあるグラフの合計のうち実線で画いたほうは，

第3図に示す函館港内の10採集地点（1，8，9，10，11，

16，17，19，20，21）から得られた貝の全種類をつみ重

ねたものである。ところで，この函館港内合計を表わし

た実線のグラフと前記の浅虫近海合計のグラフとを較べ

てみると同じ形にはなっていない。したがって両者の環

境はグラフを一見したところではお互いに違っているよ

うにみえる。しかし採集貝類一覧表をみればわかるよう

に，浅虫近海での採集貝類は84種。函館港内では28種

となっており，このグラフは縦軸方向へその採集した貝

の種類数をつみ重ねて画いたものであるから，採集した

種類数の多かった浅虫近海のグラフは山が高く，それよ

りも少かった函館港内のグラフは低くなっている。そこ

で，函館港内の種類数合計を表わした実線のグラフにつ

いて，その高さを2．5倍して浅虫近海の種類数合計に近

いものにしてみると，点線で画いたようなグラフができ

あがった。このグラフと浅虫近海の合計から画いた第5

図下欄のグラフとを較べてみると，両者は実によく似て

いる。すなわち，浅虫近海と函館港内はほぼ同じ傾向の

環境であることがわかる。

　恵山岬とその周辺については，この地方で採集できる

貝は赤道まで生息しているもの（北緯20。以南）が少く，

北緯500まで生息する種類が多くなってきているので，

函館よりも冷たい海水に洗われていることがわかる。第

7図のグラフをみると，この恵山岬周辺のものは両側に

裾を開いたような形にひろがるのが特徴であり，また函

館のグラフに較べるとその頂部が尖った形になっていて
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地質調査所月報（第21巻第3号）

種 類

POLYPLACOPHORA　多板綱

　　Acanthoida　とげひざらがい目

　　　Crypyochitonidae　おおばんひざらがい科

　　　　C7y♪診ooh∫≠07z5診8ZZ8万（MIDDENDORFF）　　　オオパンヒザラガイ

　　　Mopalidae　ひげひざらがい科

　　　　PZαoゆhor8114sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゾノミノミガセ

　　Chitonida　くさずりがい貝

　　　Ischnochitonidae　うすびざらがい科

　　　　L8〆40之o％oo紹α漉oα（REEVE）　　　　　　ヤスリヒザラガイ

GASTROPODA　腹足綱

　Prosobranchia前鰐亜綱

　　Archaeogastropoda原始腹足目

　　　Haliotidaeみみがい科

　　　　Hα1鉛診Z5読56％5hαππα∫INO　　　　　　　　　エゾアワピ

　　　Fissurellidaeすかしがい科

　　　　P％π6魏ブ8Z伽π06∫Zf5A．ADAMS　　　　　　　コウダカスカシガイ

　　　　T％σαZ∫σ勾45（V・MARTENS）　　　　　　　サルアワビ

　　　Patellidaeつたのは科

　　　　C6Zl4παめ紹％吻α（REEVE）　　　　　　　　ヨメガカサ

　　　Acmaeidaeゆきのかさ科

　　　　A‘常αεαゑαZZ昭α（GOULD）　　　　　　　　ユキノカサ

　　　　∠40卿α6α5y6αη雇oα（DALL）　　　　　　　　エゾノハナガサ

　　　　CoZZぎ58ZZα8刀z：y4∫αDALL　　　　　　　　　　　ベッコウシ戸ガイ

　　　　Coll∫5811497諺α（GOULD）　　　　　　　　　カモガイ

　　　　　Collガ5θIZαh8プoZ漉（DUNKER）　　　　　　　　コガモガイ

　　　　　CoZZ∫58ZZα♪8飯z（ESCHSCHOLTZ）　　　　　　　シロガイ

　　　　　No60αo勉6α60π6∫ππα（LISCHKE）　　　　　　コウダカアオガイ

　　　　　1〉oめαoアπ64f％500η醜’4プ5TERAMACHI　　　クサイロアオガイ

　　　　　Pα≠81Zo堀4ρyg郷α8α（DUNKER）　　　　　　　　ヒメコザラ

　　　Trochidae　にしきうず科

　　　　　CαZZ∫05凄o脚“z％Z擁7α如5（SOWERB『Y）　　　ニシキエビス

　　　　　Cα彫hα擁4郷‘αZZ廊ん70α∫8∬oε％5雰（SCHRENCK）　エゾチグサ

Lか％Zα万α配46506π5（SCHRENCK）

L加Zα吻o御伽（SOWERBY）

L加Z4吻y佛44伽α（SMITH）

ハ407zo40窺α1α房o（LINNE）

Sεγz●oo勉勉oZ毎5孟θα7π5∫（PILSBRY）

3％oh歪z柳z　oo5≠磁z柳z（KIENER）

T6σ％Zα47gyプ05孟o勉05面1α6擁5（PILSBRT）

アコヤチグサ

ヒメシタタミ

ヤマダシタタミ

イシダタミ

キヌシタタミ

キサゴ

エゾクボガイ
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生息環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調査所月報（第21巻 第3号）

種 類

　　Tθg％」α曜gy705∫o窺α顔76勉説α（A．ADAMS）ヘソアキクボガイ

　　T8g％141∫56h舵∫（TAPPARONE－CANEFRI）　クボガィ

　　T8g％1αプ％5擁04（GMELIN）　　　　　　　　　　　コシダカガンガラ

　　Tεg％Zα伽76∫？zα厩7z岨α厩（GOULD）　　　　　　シワクボガイ

　Turbinidae　りゅうてん科

　　Lθμo疏y7αα勉％55f厩厩（GOULD）　　　　　エゾサンショウ

Mesogastropoda中腹足目

　Littorinidae　たまきび科

　　L∫甜oη●παα読4παDALL　　　　　　　　　　　　クロタマキピ

　　L痂oガηα6紹面o％Zα（PHILIPPI）　　　　　　タマキビ

　　L痂oπ’概5g％観伽BRODERIP　et　SOWERBY　エゾタマキビ

　　T806α万％597α％Zαπ’5（GRAY）　　　　　　　　　アラレタマキビ

　Lacunidae　ちゃいろたまきび科

　　E汐h8プ彪4800窺厩（A．ADAMS）　　　　　　コウダカチャイロタマキビ

　　翫伽oゼ56α71漉∫砂α（A．ADAMS）　　　　　　モロハタマキビ

　　Tθ形αnθZJ4伽77ぢ厩（A．ADAMS）　　　　　チャイ冒タマキビ

　Fairbankiidaeかわぐちつぼ科

　　F伽擁06彪g％Zαπゆ汐o漉‘αKURODA　et　HABE　カワグチツボ

　Rissoidae　りそつぽ科

　　／1Z鵬π毎ooπ6伽παA。ADAMS

　　∠4Zησ漉αρ1’605α（SMITH）　　　　　　　　サドツボ

　　Bα7188ぎααηg％5厩厩（PILSBRY）　　　　　　　　　トウガタカワザンショウ

　　απg％Zα卿4螂加α肱NOMURA

　Diastomidae　もつぼ科

　　CZ認hm∫6π81Z4f％504（A。ADAMS）　　　　　ヌノメモツボ

　　CZα疏70fεπθZZ47¢孟∫o％Zα畝（A．ADAMS）　　　オガサワラモツボ

　　E％ノ初8ZZα躍6ρθ1伽6∫4αKURODA　et　HABE　ツヤモッボ

　Cerithiidaeかにもりがい科

　　Al砂㈹伽8α（SOWERBY）　　　　　　　ハリハマツボ

　　Alα6αが6厩（A．ADAMS）　　　　　　　　シマハマツボ

　　1）乞αZαsp．

　Trichotropidaeひげまきなわぼら科

　　丁7∫6ho670飾襯加π0概6αSOWERBY　et　BRODERIPネジヌキ

　Mticidaeたまがい科

　　〈rα6あα扉7α5擁（PILSBRY）　　　　　　　　エゾホロガイ

　　1V碗20αノα舵hos診o窺α（DESHAYES）　　　　　　チシマタマガイ

　　2〉磁∫6αゴα窺ho5孟o勉加485KURODA　et　HABEエゾタマガイ

　　PoZy勉085漉4y勉α（R6DING）　　　　　　　ツメタガイ

　Lamellariidaeべっこうたまがい科

　　VθZ撹∫麗07yμ05が7αMIDDENDORFF　　　ウスカワハナズトガイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10一（174）
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生息環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調査所月報（第21巻第3号）

種 類

　　％Z％6∫槻厩ゑα診θ％5∫5（YOKOYAMA）var．　　ハナズトガイ

　Cymatiidae　ふじっがV・科

　　F％5露沈oπo紹goπθπ5歪5（REDFIELD）　　　　アヤボラ

Neogastropoda新腹足目

　Muricidaeあっきがい科

　　C67伽05め〃zα6％卿召読（ADAMS　et　REEVE）　ヒレガィ

　　C群碗05孟o窺αメ砂o勉048π487窺oπゼ5（SMITH）オオウヨウラク

　　Pol霊70♪4∫紹yo勉6あh4y5εαπα（DUNKER）　チヂミボラ

　　pμ7，％7αoZα擁gε7αK亡rSTER　　　　　　　　　　イボニシ

　　T70ρhoπo汐5お‘α鴛48Zα6プ％吻（REEVE）　　　　ツノオリイレ

　Pyrenidae　たもとがい科

　　Py紹η86郷ohαプ読2（DUNKER）　　　　　　　　コウダカマツムシ

　　Zα∫7α1♪％勉∫Zα（DUNKER）　　　　　　　　　　　ノミニナ

　Buccinidae　えぞばい科

　　B％oo27z吻zo扉5雇勉απ％形PllLSBRY　　　　　チシマパイ

　B％66勉7伽15αo．臨肋KIRA

B麗66勉麗勉雁プ磁4％勉SMITH

B％oo勉％形06ho伽5θMIDDENDORFF

　B％06勉％形ρ877：y歪（JAY）

　Nθμ観64α7∫hプ痂6α（BERNARDI）

　N8μ観8460π5渉ガo厩（DALL）

　Nθμz〃zε4∫7α陀プ（PILSBRY）

Nゆ襯ε4501z疏（HERMANN）

　1〉のε襯召4η彪054（DALL）

　〈砺66Zlα方8y6勉θ6∫（DESHAYES）

Pん05砂α5ε∫SOWERBY

　3θαプ165臨窺0465厩（GOULD）

　3ゆho紹1臨九50躍ε5（REEVE）

Nassariidae　むしろがV・科

　H勉∫α方4診θr躍1％5（DUNKER）

　1〉α∬4吻5α6％磁θ漉α診％5（SMITH）

　！〉α卿吻5ノ砂oπ加5（A。ADAMS）

　1〉455α7彪5Z動65‘8π5（PHILIPPI）

Fasciolariidaeいとまきぼら科

　飾5∫n％5ヵ87ρ16銘5（A．ADAMS）

Volutidae　ひたちおび科

シライトマキ
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ヒメエゾボラ
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　F％Zgo7α7毎♪惚望os孟∫α箆α郷ασπαKURODA　et　HABE　オオヒタチオビ

Turridae　くだまきがい科

　1πg漉鏡070ho‘oZα厩（SMITH）　　　　　　　チャイロモミジボラ

　砿碗σ8伽磁㈱6π加NOMURA　et　ZINBO
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生息環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調査所月報（第21巻第3号）

種 類

　　　　PαmoZα孟h郷召ZZ497α6∫Zθ雇4（REEVE）

　　　　P4m4π脇αゼπooπ5∫伽5（SMITH）

　　　　S襯ワ04π71毎4601助露（v．MARTENS）

　　　Terebridae　たけのこがい科

　　　　G7碗％Z露8励r46碗hy7αρhθ（SMITH）

　Opisthobranchia後鯛亜綱

　　Pleurocoela　側腔i目

　　　Pyramidel】idae　とうがたがい科

　　　　！晩麗56ho8∬α74傭3’勉αA。ADAMS

　　　　O405云oηz如485珈4nαDALL　et　BARTSCH

　　　　O405診o解乞αh，鋸gεπ407ガCLESSIN

　　　　Sy7πoZ4躍60勉o孟θZZαNOMURA

　　　Ringiculidaeまめうらしま科

　　　　R初φo％」α40Z毎7ゴ3GOULD

　　　Atycidae　たまごがい科

　　　　CyZゴohπ礎y5砺卿5厩（GOULD）

　　　　C協ohπ卿55溺伽（YAMAKAWA）

　　　　HαZo4メζψo勉oα（PILSBRY）

　　　　互Zoσρor6θZl伽α（GOULD）

　　　Retusidaeへこみつららがい科

　　　　Py7観6％1π3汐h観％3（A。ADAMS）

　　　　Rh如7％3診o為観α鮮（MAKIYAMA）

　　　　70Z微1θIZ47α漉olα（A．ADAMS）

　　　Scaphanderidaeすいふがい科

　　　　C頭oh襯形％545h歪8π5ゴ5（TOKUNAGA）

　　　　Dθooπ。∫θプ窺α螂勉α禰（NOMURA）

　　　　D800ガル7sp．

　　　Philinidae　きせわたがい科

　　　　yoゑoyα勉漉α07η罐∬吻4（YOKOYAMA）

　Pulmonata有肺亜綱

　　Basommatophora　基眼目

　　　Siphonariidae　カ、らまつ力主V・禾斗

　　　　Sψho箆α朔θα0610πσα厩（YOKOYAMA）

SCAPHOPODA　堀足綱

　　　Dentaliidae　つのがい科

　　　　Dθ窺α1勉形o‘厩η卿Z碗％彿（DONOVAN）

PELECYPODA斧足綱
　Prionodesmaceα原靱帯亜綱

　　Taxodonta多歯目

　　　Nuculidae　くるみがV・科
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生母環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調査所月報（第21巻第3号）

種 類

　　　。40〃α∫π5勾漉5（GOULD）　　　　　　　　　，　　キララガイ

　　　2〉％o％1αεπ％f3（MONTAGU）　　　　　　　　コグルミガイ

　　Nuculanidaeちりろうばい科

　　　Yol4宛ゴohαπ漉DALL　　　　　　　　　　エゾソデガイ

　　Arcidaeふねがい科

　　　．Ar砿60％oα7漉」OUSSEAUME　　　　　　　コベルトフネガイ

　　　Ar6α吻yα陀η傭OYAMA　　　　　　　　　キタノフネガイ

　　　p5θμ40974別窺磁040π4αZZ∫（SMITH）　　　　シコロエガイ

　　Clycymeridaeたまきがい科

　　　GZyoy形87∫5：yθ∬oθπ5f5（DUNKER）　　　　　エゾタマキガイ

Anisomyaria不等筋目

　　Mytilidaeいがい科

　　　Mo4∫oZ％5勉0420Zz654乞ノ∫70戯5（KURODA　et　HABE）　エゾヒバリガイ

　　　My∫記％5‘07％50鰐GOULD　　　　　　　　　　　イガィ

　　　M⑫ゴ1％5θ4％傭LINNE　　　　　　　　　　ムラサキイガイ

　　　M露11％5σ74：y4π％5DUNKER　　　　　　　　エゾィガィ

　　　S8μが群曽勿伽5（WIEGMANN）　　　　ムラサキインコ

　　Pectinidaeいたやがい科

　　　ChZ4勉：y5πゆ汐oπ6π515説42α74KURODA　　　アカザラ

　　　Chl4彫：y55測が擁（BERNARDI）　　　　　　エゾギンチャク

　　　P80陀π：y召5506η515JAY　　　　　　　　　　　　　ホタテガイ

　　Limidaeみのがい科

　　　L加叩ol14漉SOWERBY　　　　　　　　オオハネガイ

　　　Mα勉8Z伽解hαた04砿θπ56（TOKUNAGA）　　　フクレユキミノ

　　Anomiidae　なみまがしわ科

　　　Aπo勉毎Z歪50h々82DAUTZENBERG　et　FISCHER　ナミマガシワ

　　　Moπ彪％形60π砿α（GOULD）　　　　　　　ナミマガシワモドキ

　　Ostreidae　いたぼがき科

　　　Cm3505加8ασ勾α5（THUNBERG）　　　　　　　マガキ

　　　C7α∬o舘784フzゆ♪07zα（SEKI）　　　　　　　　　イワガキ

Teleodesmacea完靱帯亜綱

　Heterodonta異歯目

　　Astartidae　しらおがい科

　　　A3如7陀60r8α傭（SCHUMACHER）　　　　　エゾシラオガイ

　　Carditidae　とまやがい科

　　　Cα74加π04z6Zo5αLAMARCK　　　　　　　モモイロトマヤガイ

　　Kellyellidaeけしとりがい科

　　　AZηθ勉％50ゴ∫αn％s（YOKOYAMA）　　　　　ケシトリガイ

　　Ungulinidaeふたばしらがい科

　　　F81α漉811α％3≠α（GOULD）　　　　　　　　　　　ウソシジミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16一（180）

分　布　緯　度

P：32～42　　　　J：32～43

　　　　　　　」：36～46

lP＝38～51J：36～47
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P：34～44　　J：34P～46

P：35～51

P；31～42

P；34～51

P：38～51

P：14～42

」：～47

J；～43

」：～46

」；　～46

」：　～44

P：38～42　　　　J：36～44

P：38～51　　」：35～51

P：35～45　　　　J：36～46

P：35～40　　　　J＝　　～42

P：31～42

P：23～42　　　　」：　　～45

P：39～57　　　　」：38～46

P；23？～43　　　」；　　～46

P：34～40　　　　J：　　～41

P：35～45　　J：35～46

P：30～35　 」：　～41

P：33～42　 」；34～42

l　P：33～45　　　　」：37～46
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生息環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調査所月報（第21巻第§号）

種 類

　Joαπn∫5乞81Z40吻z勉φ（HANLEY）　　　　　　　シオガマ

Thyasiridae　はなしがい科

　Thy45かα如ゐ％％σα2KURODA　et　HABE　　　ハナシガイ

Lucinidae　かぶらつき力雲V・科

　Loπψ5ぎo紹7∫o％5（REEVE）　　　　　　　　　　　ナシノハナガイ

　L％6勉o魏ααnn％∠α6％窺（REEVE）　　　　　ツキガイモドキ

　EIZ％o勉41α郷亜（CHAVAN）　　　　　　　　　チヂミウメ

　P∫Z伽o∫％ヵ∫5∫4∫％形（DU耳KER）　　　　　　　　ウメノハナ

Erycinidae　こふじがい科

　KθZ伽メ％ゴ伽n宛παYOKOYAMA

　KθZZ∫α∫α1ρoπ∫oα（PILSBRY）　　　　　　　ドブシジミモドキ

Cardiidae　ざるがい科

　Cα74伽勉oαZ∫∫oプ漉％5θDESHAYES　　　　　エゾイシカゲガイ

　F％Zη∫4卿漉∫6αREEVE　　　　　　　　　　　　トリガイ

加8η∫o砺4∫耀h観σ6がo猶4∫（SOWERBY）　チゴトリガイ

Veneridae　まるすだれ科

　CαIZ∫364ろ78吻5ゆhoπ磁α（CARPENTER）　　　エゾワスレ

　Po5伽彪ノα♪oπ∫04（REEVE）　　　　　　　　　　カガミガイ

　Do5耀4sp．

　Do5∫ア毎4ヵz66θ506n5（PHILIPPI）　　　　　　　　　　ヒメカガミ

　磁706％ガα3診動zρ507z∫（GOULD）　　　　　　　ビノスガイ

　磁0700蕗66go冠oπゼ5（YOKOYAMA）　　　　ミジンシラオガイ

　P7砿砿hαoαα4α勉5∫（REEVE）　　　　　　　エゾヌノメ

P70孟o≠hα0456伽∫π8α6那σZy♪厩（SOWERBY）ヌノメアサリ

5σ漉4伽粥餌ゆ％聯％5（SOWERBY）　　　ウチムラサキ

　丁砂6558解2460％53磁α（REEVE）　　　　　　アサリ

　％紹勉o砂4形露74（PILSBRY）　　　　　　　ヒメカノコアサリ

Petricolidaeいわほりがい科

　p6オ7z。ooZ‘z勉∫m6∫Z∫3（DESHAYES）　　　　　チヂミイワホリガイ

Mactridaeばかがい科

　Mα6魔45％Zoα砲π。4REEVE　　　　　　　　　　　バカガイ

　Rα8≠4餌ZohθZZ4（ADAMS　et　REEVE）　　　チヨノハナガイ

　R4664：yo乃ohα郷6π5ゑ3PILSBRY　　　　　　　ヨコハマチヨノハナガイ

　Sμ5％ZαρoZyπ：y郷4妙o：y∫（GABB）　　　　　　　ナガウバガイ

　Sヵ∫5％145αohζzZゼァz御z3露SCHRENCK　　　　　　ウノミガイ

Asaphidae　りゅうきゅうますお科

　σα7∫oαあメo解∫04（CONRAD）　　　　　　　　　エゾマスオ

　S4πg漉πoZαπ物4吻α06α（JAY）　　　　　　　　イソシジミ

　S4πσ％∫πoZα万α朋o漉5KURODA　et　HABE　　エゾイソシジミ

Semelidae　あさじがい科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18一（182）

分　布　緯　度　一一　　　　　　　　　　　　！st・i2

P：23～35　　　J：　　～41

P：31～64　J：32～41

P：29～35　　　　J：　？～37

P：31～41　　J：　～41

P：31～35　 」：　～37

P＝23～41　　　　J：　　～41

P：33～39　　　　」：　　～41

P：38～71　　」：36～50

P＝12？～41　」：　～41

P：～0～35　　　J：　　～37

P：39～45　 J：38～46

P：31～42

P：10？34～36

P：37～45　　　　J　：34～46

P：33～42　　J：　～42

P：35～45　　　J：35～46

P：35～45　 」＝　～46

P：32～42

P：25～45　　」＝　～46

P＝33～35　 」；　～37

P：32～35　　」：　～36

P：31～41　　　J：　　～41

P：0～41　 J：　～41

P：31～43

P＝39～69　　　　J　：36～46

P：36～43　　　　」：40～46

P：38～55　　　　J：40～42

P＝30～41　　J：　～43

P：39～51　　　」：40～51

卜
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地質調査所月報（第21巻第3号）

種 類

　　　Thεor41‘z如（HINDS）

　　Tellinidae　さらがい科

　　　AπσμZ％5刀θ伽Z∫o漉5（YOKO「YAMA）

　　　C44βZZ4Z励π珍4（GOULD）

　　　F4ゐz4伽α刀z勉z6孟4（LISCHKE）

　　　Fの％Z初4η痂4μZα（DUNKER）

　　　F‘z6％Zf7zα7z銘∫4％Zζzんo競漉406η5歪5HABE

　　　磁ψ670η躍oo窺α1耀5（HANLEY）

　　　Mαoo郷α加oπgプ襯（V。MARTENS）

　　　ハ血‘o解4560あ070YAMA

　　　砿460解α診o如oθ鰯5MAKIYAMA

　　　ハ売π蓉αz4毎ρhαπ4　（DESHAYES）

　　　5θ解θZ4πσ％Z％3解勾αψ8π5歪5（YOKOYAMA）

　　　TθZあ7z4”8πz405‘z　SCHRENCK

　Adapedonta無面目

　　Solenidae　まてがい科

　　　SoZ8π　た7μ5θ7z5ψ8ηz歪SC壬王RENCK

　　HiatellidaeきぬまとV・力弐い科

　　　研’伽ZZαoπ。θ撹α1∫3（YOKOYAMA）

　　　P4πoρの砂o％加（A．ADAMS）

　　Corbulidae　しころくちべにがい科

　　　A痂5060れ伽Z4”θπ％5厩（GOULD）

　　Myidaeおおのがい科

　　　C7yμo形y4伽508π5∫5YOKOYAMA

　　　Myα∫砂o痂oαJAY

Anomalodemacea異靱帯亜綱

　　Lyonsiidae　さざなみがい科

シズクガイ

分　布　緯　度

Lyo％吻郷”加Zαπ4痂％Zo娩5YOKOYAMA

Myochamidaeかたびらがい科

　My440鵤sp．

Thraciidaeすえものがい科

　Th名4σ毎露o∫HABE

Latemulidaeそとおりがい科

　L4∫8ηzμZ4∫4ρoπづ04（LISCHKE）
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浅虫・函館・恵山岬周辺における貝類の生息環境の比較についての研究　（石山尚珍）
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地質調．査所月報（第21巻第3号）

平らにはなっていない。

、とこ．ろで，襟裳岬沖から噴火湾方向へ潜流と参った親

潮の影響はないものであろうか。すなわち，恵山岬を境

にして津軽海峡側と噴火湾側ではその環境に違いがみら

れるだろうか。このことを調べるために第7図中の津軽

海峡側（日浦・豊浦・中浜・古武井・恵山・御崎）と，噴

火湾側（水無・古部・尾札部・川汲・東海）のグラフを較

べてみると，その形にはそれほどの差異はみられない。

これをもっとわかりやすくするために，津軽海峡側の6

地点で得られた貝類86種と，噴火湾側の5地点で得ら

れた35種をグラフに画いたのが第8図である。なお，

両者の種類数には違いがあるので，噴火湾側を表わした

グラフの高さを2。5倍して点線で画き，これを津軽海峡

側を表わしたグラフと較べてみると，ほとんど似たよう

な形になってしまった。すなわち，両者の環境はよく似

ているということであり，津軽海峡をぬけた対島暖流の

一部が噴火湾側へも流入していることの証拠ともなる。

3．む　す　び

れば・．特定の場所に限られてすむ種もあるので・場所に

よって採集できる種も種類数も全く同一というわけには

いかない。しかし，おのおの違った地点で採集した貝類

でも前述したようなグラフを作って検討してみると，そ

の環境についての類似性とか異なる点を明らかにするこ

とができる。

　これらのことは，現生種貝類をたくさん含む新生代の

地層から産出する化石を研究する場合に，その地層の堆

積当時の環境（海況・地形等）を推定したり比較する参

考資料とすることができるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和36年8月調査）
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